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手順：ガウス積分の公式の証明⇒パラメータの変化により積分値が１になることの証明 
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になることの証明 

 （１）ｘ－ｙ座標を極座標（ｒ－θ）に変換する方法 

  面全体の面積を とあらわすと ① ∫ ∫
∞ ∞

dxdy

  極座標では   r・dθdr をθについて０～２π、ｒについて０～∞

で積分すれば面全体の面積をあらわす。即ち、  ② 
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 （２）今 I=   とおくと、 I=   でもある。 ∫
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これらの積を取ると、 
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  ｒ２＝ｘ２＋ｙ２ であるから、③より④は次のように書ける。 
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   ⑤でｒ２＝R とおき、  ⑥ を計算すると、⑥＝  ∫
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＝１ であるので、規格化されていることが証明さ

れた。 


